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　本年3月11日に起こりました東日本大震災，それに続く福
島の原発事故におきましては，獨協医学会の会員の方々の中
にも被災され被害を受けた方がおられることと存じます．謹
んでお見舞い申し上げますとともに，早期に復況，好展致し
ますことを心より祈念致します．幸い，獨協医科大学は若干
の破損と停電などがありましたが大きな被害はなく，被災地
の方々の医療支援も終息して，ほぼ通常の活動状況となり，
獨協医学会雑誌（DJMS）も，この度，第38巻2号を会員の
皆様にお届けできる運びとなりました．本号の内容は原著2
編，症例報告4編に加え，2010年12月4日に行われた第38回
獨協医学会の抄録が掲載されています．
　近年，研究や論文作成のツールが進歩・発展した結果，投
稿される論文の絶対数が増加し，impact	factorのある雑誌に
論文を掲載することが難しくなってきています．以前は論文
が集まらず積極的に論文投稿を促していた雑誌も， 最近の
accept率は半分くらいになっているというようなことを耳に
します．特に，症例報告は引用されることが少なくimpact	
factorを下げる要因となるため敬遠される傾向が進んでいる
ように思われます．しかし，研究論文の内容は，いくら優れ
たものであっても，その後の研究の展開により否定されたり
価値が失われることがあります．これに対し，症例報告につ
いては，呈示された症例が存在し，記載されたような病状を
呈したことは疑いのない事実として恒久的に存続し，折があ
れば参照されることになり，その重要性が失われることはあ
りません．このようなことから，impact	factorとは関係なく，
学内外で経験された貴重な症例の報告がDJMSに多く投稿，
掲載されるようになることを期待します．具体的には，各診
療科のCCやCPCで検討された症例は，使用されたプリント
やPowerPointのファイルから，比較的労せず症例報告の原
稿を作成することができるかと存じます．
　DJMS発行の基盤である獨協医学会の会計が近年赤字が続
き毎年繰越金が減っている状況であることは以前にも書かせ
て頂きました．獨協医学会の予算の中ではDJMSの発行が大
きな割合を占めています．これに対し，各講座の方々の入会
促進，カラーの図の配置など印刷の効率化，広告掲載の促進
など改善に努めてまいりましたが，お蔭様をもちまして平成
22年度は大分赤字幅を減らすことができましたことを御報
告致しますとともに，今後ともよろしくご協力を下さいます
ようお願い申し上げます．	 （石光俊彦）
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